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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第82期
第３四半期
連結累計期間

第83期
第３四半期
連結累計期間

第82期

会計期間
自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日

自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日

自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日

売上高 (百万円) 32,649 27,833 46,236

経常利益 (百万円) 1,526 285 924

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,293 260 997

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,223 △2 921

純資産額 (百万円) 29,377 27,820 28,073

総資産額 (百万円) 57,583 51,158 57,663

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 57.86 5.27 23.78

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.0 54.4 48.7

　

回次
第82期
第３四半期
連結会計期間

第83期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日

自 平成23年10月１日
至 平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 41.43 △9.39

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

４．第82期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社につきましても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (1) 経営成績の分析 

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により大きく落ち込んだ生産活

動が徐々に回復基調に転じてきたものの、円高の長期化・株価水準の低迷、欧州の財政危機などの懸念材

料から停滞感が増す状況で推移いたしました。

　橋梁・鉄骨業界におきましては、橋梁では、発注量が低水準で推移する中、受注量確保に向けた熾烈な競

争が行われました。

　一方鉄骨では、これまで動きの見られた首都圏の大型工事が端境期となり、発注量が大きく落ち込んだ

ことで、受注量確保が極めて困難な状況で推移いたしました。

　このような環境のなか、当第３四半期連結累計期間の受注高は、総額172億７千３百万円（前年同四半期

比54.3％減）となりました。売上高は、総額278億３千３百万円（同14.8％減）となりました。損益につき

ましては、震災後、大型鉄骨工事の計画が見直し等により先送りとなったことなどの影響で、特に連結子

会社において操業度が低下したことなどにより営業利益１億５千４百万円（同89.9％減）、経常利益２

億８千５百万円（同81.3％減）、四半期純利益２億６千万円（同88.6％減）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

―　橋梁事業　― 

　当第３四半期連結累計期間の受注高は、国土交通省関東地方整備局・圏央道柴山枝郷地区高架橋上部工

事、さがみ縦貫寒川北ＩＣランプ橋上部工事　他の工事で108億７千４百万円（前年同四半期比48.1％

減）となりました。

　完成工事高は、130億２千５百万円（同19.1％増）となり、これにより受注残高は160億５千５百万円

（同21.6％減）となっております。

　なお、受注高における前年同四半期比率の算出根拠となる前年同四半期の受注高には、株式会社ハル

テックから引継いだ平成22年９月末の受注残高166億６千６百万円が含まれております。
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―　鉄骨事業　― 　 

　当第３四半期連結累計期間の受注高は、飯田橋駅西口地区第一種市街地再開発事業、名古屋駅新駅ビル 

他の工事で63億６千９百万円（前年同四半期比62.1％減）となりました。

　完成工事高は、143億１千３百万円（同32.7％減）となり、これにより受注残高は74億８千９百万円（同

55.2％減）となっております。

 

―　その他　― 

　大阪市西淀川区にある大阪工場の未利用地部分等について賃貸による有効活用を行っております。ま

た、連結子会社において印刷事業等を行っており、当第３四半期連結累計期間におけるその他の売上高は

４億９千５百万円（前年同四半期比8.6％増）となりました。

　

 (2) 財政状態の分析 

　当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末より65億５百万円

減少し511億５千８百万円となりました。

　資産の部では、受取手形・完成工事未収入金が36億６百万円減少したことなどにより流動資産が57億２

千３百万円減少し297億２千１百万円となりました。固定資産は７億８千２百万円減少し214億３千６百

万円となりました。

　負債の部では、未成工事受入金が17億４千６百万円増加したものの、支払手形・工事未払金が40億８千

万円減少したことなどにより流動負債が44億５千５百万円減少し174億７百万円となりました。固定負債

は59億３千万円となり、負債合計は233億３千７百万円となりました。

　純資産の部では、利益剰余金が１千３百万円増加したものの、その他有価証券評価差額金が２億６千３

百万円減少したことなどにより純資産は２億５千２百万円減少し278億２千万円となりました。

　

 (3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

 (4) 研究開発活動 

  当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は４千４百万円であります。 

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。 
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 99,525,000

計 99,525,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 49,727,091 同左

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は、1,000
株であります。

計 49,727,091 同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年12月31日 ― 49,727 ― 6,619 ― 6,273

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期末現在の「議決権の状況」については、株式名簿の記載内容が確認出来ないため、

直前の基準日(平成23年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式
188,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
48,222,000

48,221 ―

単元未満株式
普通株式
1,317,091

― ―

発行済株式総数 49,727,091 ― ―

総株主の議決権 ― 48,221 ―

　
(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数5個が含まれております。

     ２ 「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式151株が含まれております。
　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社駒井ハルテック

大阪市港区磯路２-20-21 188,000 ― 188,000 0.38

計 ― 188,000 ― 188,000 0.38

(注)  株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株あります。

　　 　なお、当該株式数は「①　発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式に含まれています。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成し、「建設業法施行規則」

（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 6,491 7,193

受取手形・完成工事未収入金 ※１, ※２
 19,884

※１, ※２
 16,278

未成工事支出金等 535 548

未収入金 6,303 4,825

その他 2,244 886

貸倒引当金 △13 △10

流動資産合計 35,445 29,721

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 6,283 6,062

機械・運搬具（純額） 1,241 1,113

土地 10,740 10,740

その他（純額） 394 347

有形固定資産合計 18,659 18,264

無形固定資産 110 100

投資その他の資産

投資有価証券 3,059 2,685

その他 487 482

貸倒引当金 △98 △97

投資その他の資産合計 3,448 3,071

固定資産合計 22,218 21,436

資産合計 57,663 51,158
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 12,702 8,621

短期借入金 5,093 3,380

未払費用 1,078 691

未成工事受入金 413 2,159

災害損失引当金 430 181

工事損失引当金 1,175 1,291

引当金 291 72

その他 678 1,009

流動負債合計 21,863 17,407

固定負債

社債 1,040 830

長期借入金 2,529 1,550

繰延税金負債 1,793 1,236

退職給付引当金 1,893 1,878

引当金 17 20

その他 454 414

固定負債合計 7,727 5,930

負債合計 29,590 23,337

純資産の部

株主資本

資本金 6,619 6,619

資本剰余金 8,233 8,233

利益剰余金 12,663 12,676

自己株式 △45 △48

株主資本合計 27,471 27,481

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 602 338

その他の包括利益累計額合計 602 338

純資産合計 28,073 27,820

負債純資産合計 57,663 51,158
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

完成工事高 32,649 27,833

完成工事原価 29,044 25,624

完成工事総利益 3,605 2,208

販売費及び一般管理費 2,072 2,054

営業利益 1,533 154

営業外収益

受取配当金 52 69

受取家賃 29 33

材料屑売却益 39 86

雑収入 11 45

営業外収益合計 132 234

営業外費用

支払利息 101 78

社債発行費 18 －

支払手数料 9 16

雑支出 10 7

営業外費用合計 139 102

経常利益 1,526 285

特別利益

投資有価証券売却益 － 41

負ののれん発生益 4,789 －

その他 35 －

特別利益合計 4,824 41

特別損失

固定資産除売却損 26 4

減損損失 3,974 －

災害による損失 － 102

その他 9 6

特別損失合計 4,011 113

税金等調整前四半期純利益 2,339 214

法人税、住民税及び事業税 20 22

法人税等調整額 25 △69

法人税等合計 45 △46

少数株主損益調整前四半期純利益 2,293 260

四半期純利益 2,293 260
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,293 260

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △63 △263

為替換算調整勘定 △5 －

その他の包括利益合計 △69 △263

四半期包括利益 2,223 △2

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,223 △2

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日   至　平成23年12月31日)

原価差異の繰延処理

操業度等の変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるた

め、当該原価差異を流動資産(その他)として繰延べております。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  　至  平成23年12月31日)

(１)第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 

(２)平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正す

る法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源

の確保に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が公布され、平成24年４月１日以降開始する事業年度よ

り法人税率が変更されることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法

定実効税率は、一時差異等に係る解消時期に応じて以下のとおりとなります。

　平成24年３月31日まで 40.6%

　平成24年４月１日から平成27年３月31日 38.0%

　平成27年４月１日以降 35.6%

　この税率の変更により繰延税金資産の純額が43百万円、繰延税金負債の純額が286百万円減少し、当第３四半期

連結累計期間に費用計上された法人税等の金額が221百万円減少しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　手形割引高及び裏書譲渡高

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 73百万円 ―百万円
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※２　四半期連結会計期間末日満期手形の処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形 ―百万円 9百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおり

であります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日 
  至　平成23年12月31日)

減価償却費 485百万円 494百万円
　

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 70 2.00 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

平成22年11月12日
取締役会

普通株式 70 2.00 平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金

　
２　基準日が前第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が前第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
当第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 148 3.00 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 99 2.00 平成23年９月30日 平成23年12月９日 利益剰余金

　
２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連
結損益計
算書計上
額

（注3）
橋梁事業 鉄骨事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,93221,26132,193 456 32,649 ─ 32,649

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ 212 212 △212 ─

計 10,93221,26132,193 668 32,862△212 32,649

セグメント利益 1,059 1,251 2,311 69 2,380 △847 1,533

(注)　1  「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、環境事業及び不動産事業等を含

んでおります。

　2  セグメント利益の調整額△847百万円には、セグメント間取引消去△31百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△816百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一

般管理費であります。

　3  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「橋梁事業」セグメントにおいて、公共事業の削減、市場単価の低迷等による受注環境の悪化により

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結会計期間においては3,974百万円であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

「橋梁事業」セグメントにおいて、平成22年10月１日付けで株式会社ハルテックを合併したことによ

り、負ののれん発生益を特別利益に計上しております。

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結会計期間においては4,789百万

円であります。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連
結損益計
算書計上
額

（注3）
橋梁事業 鉄骨事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 13,02514,31327,338 495 27,833 ─ 27,833

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ 139 139 △139 ─

計 13,02514,31327,338 634 27,972△139 27,833

セグメント利益 1,117 △212 904 45 950 △795 154

(注)　1  「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、環境事業及び不動産事業等を含

んでおります。

　2  セグメント利益の調整額△795百万円には、セグメント間取引消去△10百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△785百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一

般管理費であります。

　3  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

(金融商品関係)

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 57円86銭 5円27銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(百万円) 2,293 260

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,293 260

普通株式の期中平均株式数(千株) 39,645 49,541

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

１．第83期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当について、平成23年11月11日開

催の取締役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を

行なうことを決議いたしました。 

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　99百万円 

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　２円00銭 

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成23年12月９日　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月14日

株式会社駒井ハルテック

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    井    上    正    彦    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    林    　    由    佳    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社駒井ハルテックの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成
23年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社駒井ハルテック及び連結子会社の平
成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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